
1 2科目の種類 科目名 学 年 単位数必修 情 報 Ｃ
全コースコ ー ス

実教出版 「最新 情報Ｃ」教 科 書

実教出版 「最新 情報Ｃ 学習ノート」副 教 材

科目のねらい

・現在，私たちの暮らしている社会は「情報社会」といえます．あらゆる情報がディジタル化され，あ

らゆる場所にコンピュータがあり，あらゆるものがネットワークで結ばれています．

・情報Ｃの授業では，このような時代に生きる私たちが身につけなくてはならないルールやマナー，テ

クニックを考え，情報社会に参加する心がまえを身につけてもらいたいと考えています．

授業の進め方

、 、 、 。・学習する内容により 講義形式 個人学習 グループ学習などさまざなま形態の活動をおこないます

・授業は実習中心ですが 「実習＝コンピュータを使うこと」とは限りません．、

より良く学習を進めるためのアドバイス

・ なぜこうなるの？」や「もっと簡単にできる方法はないか？」など常に好奇心をもって取り組みま「

しょう。

・グループで作業をおこなうことが多いため、一人一人が積極的に学習に取り組み、協力して授業に臨

みましょう。

評価方法

・授業中におこなう全ての活動が評価対象です。

・発表では、教師による評価がすべてではなく、自分自身による自己評価、生徒同士による相互評価な

ど総合的に評価します。

・講義形式で学んだ内容については，ペーパーテストを行い，知識が身についたかを確認します．

・上記のことがらに加えて、出席状況、授業態度、タイピングの技能（達成度、正確さ、スピード 、）

提出物等を総合的に評価します。



学期 学 習 単 元 学 習 の 内 容 と ね ら い
０．コンピュータの基本操作 ０．情報の授業を受けるにあたり，基本的なソフトウェアの操

前 作方法をマスターし，コンピュータの最低限の使用方法を
身につけます．

期 ａ）ワープロソフト（ ）Microsoft Word

基本的な入力方法 （ローマ字入力，書式の設定など）．
ｂ）表計算ソフト（ ）Microsoft Excel

基本的な入力方法，罫線，関数の入力

１．情報の検索と収集 １．実際にテーマに従って検索を行い，様々な情報検索方法の
特徴を考えます．

ａ）本（書籍，雑誌）による検索
ｂ）インターネット（検索エンジン）を用いた検索
ｃ）様々な情報検索方法の比較，検討

２．メディアと ２．情報機器を使い，情報を相手に伝えるためにはどのような
コミュニケーション 配慮が必要でしょうか？情報を的確に相手に伝えるための

①メディアと表現・伝達 方法を考えます．
②情報の受信・発信における ａ）情報の表現は「文字」以外でも可能です 「文字」と「絵．
心構え （画像 」それぞれの表現方法の比較をします．）

ｂ）情報の伝達には「相手」が必ずいます 「相手」に応じた．
表現の工夫を考え，実際に作品制作を行います．

３．情報の活用と課題解決 ３．私たちの生活の中にある様々な問題を解決するためには，
後 どのような過程を踏むのでしょうか？実際に与えられた問

題を解決させ，問題解決の方法やコンピュータの活用方法
期 を考えます．

ａ）遠足計画を例に，問題解決のステップに従って計画を立案
します．

ｂ）ワープロソフトや表計算ソフトを用いて，導入計画の提案
書を作成します．

４．情報の伝達・表現 ４．より解りやすく，効果的に情報を伝えるためにプレゼンテ
ーションを行います．

ａ）テーマに則って，手順に従いパワーポイントのファイルを
作成します．

ｂ）作った計画のプレゼンテーションを行い，発表にふさわし
いスライドの作成方法，プレゼンテーション技術を修得し
ます．また，相互評価を行います．

５．情報の活用と個人の責任 ５．情報通信ネットワークの発達が著しい現在，発信者も利用
者もルールやマナーに従って利用しなくてはなりません．

ａ）インターネット上に情報を発信する，受信する際に心がけ
なくてはならないマナー（ネチケット ，ルール（著作権））
について考えます．

ｂ）ネットワーク上の不正行為から守るための手段（セキュリ
ティ）について考えます．

６．ディジタル化と ３．Ｗｅｂページやメールは情報のディジタル可の典型的な例
ネットワーク です．

①Ｗｅｂページの作製 ａ）Ｗｅｂページの作製に必要なＨＴＭＬ（タグ）を使い，簡
単なＷｅｂページを作成します．


